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 「
AN
A
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
東
京
」
に
て
祝
賀
会
開
催
！

あ
の
友
達
と
、
先
輩
と
、
後
輩
と
、
先
生
と
集
ま
ろ
う
！



2015 年10月17日、今年20周年を迎えた晴海を祝う祝賀会を行います。場所は ANAインターコンチネンタルホテル東京。
1期生から17期生まで、時は違えど同じ場所で学んだ同窓生と、歴代の先生方や今の晴海を知る先生方、現PTAの皆さんに
もお集まりいただき思い出話に花を咲かせましょう。エントランスに響くローファーの音や、ジャージについた砂ぼこりの色、廊下の
薄暗さや温水になれなかったプールの冷たさまで、時を越えて思い出
せるタイムスリップのようなイベントに、なればいいなと考えています。

祝賀会の司会は卒業生のおふたりにお願いしました。フリーアナウン
サーの小口ひとみさん（9 期生）と、声優・俳優の木村昴さん（11
期生）。小口さんは元仙台放送アナウンサーで、木村さんは2005 年
より「ジャイアン」の声優をつとめているキャリアの持ち主。祝賀会当
日はプロになったおふたりの掛け合いにも大注目です。
お世話になった先生方と、今だから話せるあの日の話題に花を咲か
せられるのもこの会ならでは。卒業生が企画する音楽やダンスもあり
と盛りだくさんです。
とにもかくにも、下記フォームからまずはプレエントリーをお願いします。
プレエントリーの締め切りは 8/9（日）。プレエントリーいただいた方に
招待状を送付して、会費をお支払いただいて、本申し込み完了にな
るので、予定が確実でない場合でもプレエントリーはお済ませください。
http://goo.gl/forms/93Lp3VXPAA

それではみなさん、10月17日赤坂でお会いしましょう！

［　晴海総合高校２０周年記念行事 祝賀会　］

［ 詳細 ］

［ プレエントリーはこちらから ］

［ 晴海会 Facebook グループにもご参加を ］

祝！晴海総合高校 20周年！
集まろう卒業生、先生、同窓生と祝う 2時間！

日時 : 2015 年10月17日 ( 土 ) 18:00 〜 20:00
場所 : ANA インターコンチネンタルホテル東京 大宴会場プロミネンス
（http://www.anaintercontinental-tokyo.jp/access/）

会費：6,000 円（16 期・１７期生のみ 5,000 円）
※ ご用意しているお飲物の関係で会費を変えております。

招待予定 : 晴海総合高校卒業生、現役教諭、歴代校長・教諭…他

下記 URL からエントリーいただけます。右の QR コードも同じリンクへのものです。

http://goo.gl/forms/93Lp3VXPAA
ご予定が確実でない方や、その他お問合せもこのフォーマットからお願いいたします。備考

欄に内容をご明記ください。ご登録のメールアドレスへご返信いたします。8/9（日）までで
一端締め切らせていただきます。
ご登録いただいた皆様に８月上旬に別途、 招待状をお送りいたします。ご連絡お待ちして

おります。

https://www.facebook.com/groups/harumikai/
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２
０
１
４
年
10
月
4
日
、 
晴
海
総
合
の
卒

業
生
に
よ
る
「
第
二
回 
晴
海
音
楽
祭
」

が
代
々
木
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
室
内
楽
・

合
唱
・
吹
奏
楽
の
三
部
構
成
で
行
っ
た
前

回
の
発
展
形
と
し
て
、
今
回
は
ダ
ン
ス
部

門
が
加
わ
り
ま
し
た
。
出
演
者
は
総
勢
50

名
、
1
期
生
か
ら
16
期
生
ま
で
幅
広
い
世

代
が
参
加
し
た
、
歌
と
踊
り
と
、
吹
奏
楽

の
祭
典
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

会
場
探
し
に
追
わ
れ
て
い
た
２
０
１
３
年

の
秋
。
第
一
回
目
の
反
省
を
踏
ま
え
、
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
、
ダ
ン
ス
も
可
能
で
、
予

算
内
に
収
ま
る
会
場
を
根
気
よ
く
探
し
続

け
、
私
達
は
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
の
大
ホ
ー
ル

を
選
び
ま
し
た
。
本
格
的
に
始
動
し
た
の

は
２
０
１
４
年
春
の
こ
と
。
概
要
を
決
め
、

予
算
を
組
み
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
切
り
、
出

演
者
を
募
り
、
練
習
場
所
を
探
し
、
そ
れ

か
ら
練
習
、
練
習
、
ま
た
練
習
…
と
、
慌

た
だ
し
く
日
々
は
過
ぎ
、
気
付
け
ば
季
節

は
夏
。
本
番
が
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
最
大
の
見
せ
場
は
、
ラ
ス
ト
を
飾

る
合
同
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
現
役
生
の
と
き
に

は
成
し
得
な
か
っ
た
、
合
唱
と
吹
奏
楽
と
ダ

ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
最
初
の
合
同
練

習
は
本
番
の
一ヶ
月
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
の
演
奏
と
ダ
ン
ス
が
う
ま
く
合
う
の
か
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
何
度
か
通
す
う

ち
に
「
こ
れ
は
す
ご
い
も
の
に
な
る
ぞ
」
と

密
か
に
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
ダ
ン
ス
や
吹
奏
楽
の
文
化
の
違
い

や
、
学
生
と
社
会
人
の
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ

が
、
時
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
が
成
功
を

信
じ
て
進
め
た
の
は
、
晴
海
に
い
た
頃
の
情

熱
を
皆
が
共
有
し
、
お
互
い
を
信
頼
し
合

え
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
音
楽
家
、
ダ

ン
サ
ー
、
教
員
、
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
会
社
員
、
そ
し
て
学
生
た

ち
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
培
っ
た

経
験
が
活
か
さ
れ
て
、
音
楽
祭
は
つ
く
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
番
当
日
。第
一
部
の
合
唱
で
は
、

「
春
に
」
を
は
じ
め
、
現
役
生
の
頃
に
も

聴
い
た
懐
か
し
い
ナ
ン
バ
ー
が
た
く
さ
ん
流

れ
ま
し
た
。
合
唱
部
門
の
出
演
者
は
7
名

と
少
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
練
習
の
積

み
重
ね
に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
音
楽
へ
の
誠

意
と
熱
意
を
感
じ
さ
せ
る
演
奏
で
、
会
場

を
や
さ
し
く
包
み
込
み
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
ダ
ン
ス
で
す
。
世
界
旅
行
を

テ
ー
マ
に
、
出
演
者
が
入
れ
替
わ
り
立
ち

代
わ
り
ス
テ
ー
ジ
へ
躍
り
出
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
衣
装
や
演
出
で
観
客
を
湧
か
せ
て
い
ま

し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
飾
っ
た
「G

oG
o

」

世
代
を
越
え
て
集
ま
っ
た
晴
海
生
、

合
唱
と
吹
奏
楽
と
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。

2014 / 10 / 4 at N
IYE

沖山 奈央（5） 吉川詠子（5） 小澤那波（5） 田村文（5） 佐取真衣（9） 藤城みなみ（9） 松川紫乃（9） 村岡佳苗（9） 奥村可那子（9） 甲斐 絢（9） 吉江絵理砂（10） 近藤美紀（10） 
青木由李（10） 戸井田理沙（11） 平山奈津美（11） 三浦あゆみ（11） 川又琴未（11） 山田奈緒美（13） 松本美穂（13） 稲葉美里（13）

dance

バス : 木村幸史（1） / テノール : 小貝太郎（3） / ソプラノ : 佐藤未季（5） / アルト : 岩崎ユキ（5） 小松恵美子（6） 小園まさみ（7） / ピアノ : 野々山順子（エキストラ）

※カッコ内の数字は期

chorus

pic: 田中幸子（9） / fl: 左龍　知（5） 高橋美咲（5）川中志織（6） 松村陽香（13） 杉浦夏美（14） / ob: 笈川七海（13）/ cl: 飯塚祐衣（10） 首代智美（11） 関口綾華（12） 小野瀬愛梨（12） 
小林真柚（14）/ b. cl: 増山佳菜（エキストラ）/ a.sax: 中里友香（9）  佐々木ひかり （エキストラ） / t.sax: 浦浪麻佑子（13） / b.sax: 藤井洋一（5） / hr: 中島ゆかり（1）一ノ瀬
裕香（エキストラ） 田中俊敬（エキストラ）桜井祐子（エキストラ） / trp: 斉藤純子（5） 根本孝史（5） 稲毛田絵美（14） 加藤美咲（14） 加持美夢（16） 坂本かをり（5） 桜井香代
子（1） 平尾晃子（11） 水島さやか（12） / euph: 水村綾香（11） / tuba: 牛山太郎（エキストラ） / Bass: 堀内陽躍（エキストラ） / perc: / 大谷未来（エキストラ） 山田夏音（エキ
ストラ） 工藤夕奈（エキストラ） 鈴木　紫（エキストラ） 藪田百合花（エキストラ） / スタッフ : 鈴木英美（5） 木下ふみ（5） 木村忠（6）

wind music

出演者 / performers

で
は
、
全
て
を
出
し
切
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
ダ
ン
ス
と
弾
け
る
笑
顔
で
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

第
三
部
の
吹
奏
楽
は
、「
ア
ナ
と
雪
の

女
王
」
や
「
ス
ペ
イ
ン
」
な
ど
、
幅
広
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
最
後
に
演
奏
し
た
曲
は
、
吹
奏
楽
の

名
曲
、
A.
リ
ー
ド
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ン
・
ダ
ン

ス
パ
ー
ト
Ⅰ
」。
こ
の
よ
う
な
名
曲
に
大
人

に
な
っ
て
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
た
こ
と
に

も
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ラ
ス
ト
は
合
同
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
デ
ィ
ズ

ニ
ー
・
メ
ド
レ
ー
の
歌
と
音
楽
に
、
息
の
合
っ

た
ダ
ン
ス
。
す
べ
て
の
出
演
者
が
参
加
し

て
、
ス
テ
ー
ジ
は
一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。
こ
の
日
一
番
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
あ

と
は
、
観
客
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
校
歌
を

歌
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
の
最
後
、
爽

や
か
で
軽
快
な
行
進
曲
「
海
を
越
え
る
握

手
」
を
手
拍
子
に
合
わ
せ
て
演
奏
。
世
代

を
越
え
て
集
ま
っ
た
私
た
ち
に
、
ぴ
っ
た
り

な
ナ
ン
バ
ー
で
、「
第
二
回 

晴
海
音
楽
祭
」

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

観
客
動
員
数
は
３
５
２
人
。
前
回
の
倍

以
上
の
お
客
様
を
迎
え
、
大
成
功
の
う
ち
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
し
て
10

年
経
っ
て
も
、
な
お
多
く
の
人
た
ち
が
協
力

し
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
土
壌
を
育
ん
で
く
れ

た
母
校
を
、
私
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
第
三
回
目
は
ど
ん
な
ス
テ
ー
ジ
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ま
だ
見
ぬ
未
来
に
胸

ふ
く
ら
ま
し
、ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
大
人
が
、

こ
こ
に
い
ま
す
。
次
回
も
ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

　

晴
海
音
楽
祭
実
行
委
員
長

　

5
期
生 

斉
藤
純
子

晴海芸術祭 – Harumi Art Festival 
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● 

定
例
会
は
月
島
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
は
卒
業
後
月
島
に
き
て
い
ま
す
か
？
新
鮮
組
が
ロ
ー
ソ
ン
に
な
っ
た
り
、

サ
イ
ゼ
リ
ヤ
が
で
き
た
り
と
、
少
し
ず
つ
で
す
が
町
並
み
も
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

改
札
を
で
る
と
ど
こ
か
な
つ
か
し
い
月
島
で
、
月
一
度
の
定
例
会
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

● 

卒
業
し
て
か
ら
引
っ
越
さ
れ
た
方
へ

転
居
さ
れ
た
卒
業
生
の
た
め
に
、
晴
海
会
で
は
住
所
登
録
フ
ォ
ー
ム
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
方
、
ご
結
婚
さ
れ
た
方

も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
是
非
新
し
い
ご
住
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
卒
業
生

の
そ
れ
か
ら
、
今
の
晴
海
に
つ
い
て
、
同
窓
会
の
お
知
ら
せ
な
ど
を
お
届
け
し

ま
す
。

https://goo.gl/gQ
ZB

9

● 

今
期
晴
海
会
の
主
な
活
動
報
告
・
計
画

【 

平
成
26
年
度 

】

［ 

4
月 

］
第
19
回　

晴
海
総
合
高
校
入
学
式
参
列

［ 

9
月 

］
晴
海
祭　

ブ
ー
ス
出
展
…
来
校
す
る
中
学
生
、
在
校
生
と
の
交
流
、

卒
業
生
の
活
動P

R

を
行
い
ま
し
た
。

［ 

3
月 

］
第
17
回　

晴
海
総
合
高
校
卒
業
式
参
列
…
卒
業
生
用
胸
花
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

【 

平
成
27
年
度 

】

［ 

4
月 

］
第
20
回　

晴
海
総
合
高
校
入
学
式
参
列

（ 

以
下
活
動
計
画 

）

［ 

9
月 

］
晴
海
祭　

ブ
ー
ス
出
展
／
第
3
回　

定
例
総
会

［ 

10
月 

］
都
立
晴
海
総
合
高
等
学
校
20
周
年
祝
賀
会

［ 

3
月 

］
第
18
回　

晴
海
総
合
高
校
卒
業
式
参
列

上
記
に
加
え
月
一
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。
20
周
年
祝
賀
会
に
関
し
て
は
平
成
26
年
度
か
ら
随
時
高
校
・P

TA

と

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、今
回
の
総
会
で
は
役
員
の
改
選
を
行
い
ま
す
。

総
会
へ
の
ご
参
加
・
委
任
状
ご
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
の
優
勝
は
緑
団
…
二
連
覇
な
る
か
！？

と
い
う
期
待
の
な
か
始
ま
っ
た
体
育
祭
。

卒
業
生
の
私
た
ち
は
「
こ
ん
な
競
技
あ
っ
た

な
ぁ
」
と
想
い
出
と
重
ね
て
懐
か
し
む
の
が

恒
例
で
す
が
、
そ
の一
方
で
、
体
育
祭
を
じ
っ

と
見
つ
め
る
保
護
者
の
方
は
ど
の
よ
う
な
心

境
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
目
に
映
る
「
晴

海
」
と
は
？ 

20
周
年
記
念
特
別
企
画
と
し

て
、
保
護
者
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。

折
戸
様
（
2
年
生
）
松
田
様
（
3
年
生
）

韮
澤
様
（
3
年
生
）　

※
以
下
敬
称
略

―
晴
海
の
体
育
祭
を
ご
覧
に
な
る
の
は

何
回
目
で
す
か
。

折
戸
：
子
ど
も
が
2
年
生
な
ん
で
す
が
、

今
年
初
め
て
来
ま
し
た
。

松
田
：
私
と
韮
澤
さ
ん
は
3
回
目
で
す
。

毎
年
来
て
ま
す
。

―
初
め
て
ご
覧
に
な
っ
た
晴
海
の
体
育
祭

は
、
ど
の
よ
う
な
印
象
で
す
か
。

韮
澤
：
初
め
て
見
た
と
き
は
、
感
動
。
涙

が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
。
学
生
主
体

で
自
律
的
に
運
営
し
て
、
先
生
が
ほ
と
ん

ど
出
て
こ
な
い
。
生
徒
は
大
変
か
も
し
れ
な

い
け
ど
、
親
か
ら
し
た
ら
本
当
に
す
ご
い
こ

と
だ
な
と
と
に
か
く
感
動
し
て
し
ま
っ
て
。

松
田
：
次
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
！
と
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
ね
。
競
技
や
応
援
団
に

迫
力
も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
が
所
属
し
て
い

る
団
や
、
部
活
の
友
人
も
応
援
し
て
、
今

や
純
粋
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
さ
っ
き
も
、

3
年
生
全
体
リ
レ
ー
で
赤
団
が
1
位
だ
っ
た

の
で
も
う
満
足
で
す（
笑
）

折
戸
：
親
子
と
も
に
、
賑
や
か
で
元
気
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。
う
ち
は
も
う
一
人
子
ど

も
が
私
立
高
校
に
通
っ
て
い
ま
す
が
、
体
育

祭
は
休
日
に
行
わ
れ
る
の
で
保
護
者
の
方

も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
で
も
晴
海
は
、

平
日
開
催
に
も
関
わ
ら
ず
保
護
者
の
方
も

デ
ッ
キ
が
埋
ま
る
く
ら
い
に
は
見
に
来
て
い

ま
す
よ
ね
。
都
立
校
で
、
こ
ん
な
に
賑
や

か
で
元
気
な
体
育
祭
っ
て
な
か
な
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

―
学
生
主
体
の
運
営
、
応
援
し
た
く
な

る
、
賑
や
か
な
体
育
祭
…
こ
の
体
育
祭
の

雰
囲
気
か
ら
垣
間
見
る
「
晴
海
ら
し
さ
」

と
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
で
表
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
か
。

折
戸
：
自
由
と
自
己
責
任
。
韮
澤
さ
ん

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
、
学
生
主
体

の
運
営
、
開
放
的
な
校
舎
・
校
風
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
選
べ
る
自
由
と
選
ん
だ
責

任
を
も
つ
必
要
が
あ
る
と
、
身
を
も
っ
て
学

べ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
田
：
個
性
を
認
め
合
う
雰
囲
気
。
普

通
科
の
高
校
に
進
ん
で
い
れ
ば
交
流
す
る
こ

と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
、
各
分
野
に

長
け
て
い
る
人
と
、
友
人
に
な
り
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
な
ぁ
と
、
普
段
の
話
を

聞
い
て
い
て
思
い
ま
す
。

韮
澤
：
自
律
心
と
積
極
性
。
高
校
を
選
ん

今
年
の
体
育
祭
は
青
と
緑
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
。

応
援
合
戦
も
健
在
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
デ
ッ
キ
は
観
戦
者
で
満
席
！
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晴
海
会
か
ら

お
知
ら
せ

だ
と
き
か
ら
、(

地
元
で
は
な
い)

知
ら
な
い

土
地
に
飛
び
込
み
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
っ

て
い
く
の
は
大
賛
成
で
し
た
。
3
年
間
同
じ

友
人
と
ず
っ
と
一
緒
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
系

列
、
授
業
ご
と
に
友
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
素
晴
ら
し
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

―
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
に
、

私
た
ち
と
は
ま
た
違
っ
た
視
点
か
ら
の
「
晴

海
ら
し
さ
」
を
発
見
し
ま
し
た
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

晴海総合体育祭 – Harumi athletic festival
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